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研究ノート
消費者知識に関する調査への一挑戦
一白鴎祭におけるアンケート調査から一
経営学部佐藤知恭
　この研究は白鴎大学論集第7巻第2号（1993）に発表した研究ノート『42
点しかとれないアメリカの高校生の消費者知識　　アメリカ消費者連合の調
査から　　』を継承し発展させた試みである。この第2号でアメリカの高校
生の消費者知識に関するアメリカ消費者連合の調査を紹介した後次のような
提案を行った。重複のきらいはあるが再録しておこう。
提　　案
1．消費者知識調査の実施
　この「高校生の消費者知識：全国調査結果（原題：Student　Consumer
Knowledge；Q＆A　Nationwide　Test）」を読んで強く感じたことはこの種の
調査を我が国でも早急に実施すべきであるということであった。文部省の指
導要領にも消費者教育重視の方針が打ち出され1992年度から実施の運びとなっ
たが現場ではその実施をめぐって指導に当たる教師が戸惑っているのが現状
である。本来的に云えば実施に先立ってこの種の調査を行って学生・生徒の
消費者知識を把握した上で踏みきるべきであったかもしれない。
　財）消費者教育支援センターができて3年目に入ったが一般の目にはこれ
といった活動が行われているとは写らない。消費者教育を支援することがセ
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ンターの目的ならば本調査の目的に掲げられた「中等教育における消費者教
育の改善のための基礎的データの提供」とまさにその目標は一致する。その
意味においてこのような調査を少なくとも全国規模でこの倍くらいのサンプ
ル数で早急に実施すべきであろう。
　この作業でもっとも困難なのは対象にすべき分野の設定，設問の組み合わ
せ，難易度などであろう。消費者代表，企業，経営学，生活科学，消費経済
学などの学識経験者の広い意見を取り入れて作業を進める必要がある。アメ
リカでの調査ではTOEFLやTOEICのテストを手がけている教育テスティ
ングサービス（ETS）が一枚噛んでいる。
2．消費者能カテスト制度の確立
　このような調査を2～3回繰り返した後で考えるべきことはこれを単なる
調査にとどめず一歩進めて，TOEICのテストや漢字能力検定試験のような
「消費者能力検定テスト」制度を設け，年3回程度の試験を行い消費者能力
の向上に役立たせるべきである。この「消費者能力検定テスト」制度は高校
生を対象にしたものと一般成人を対象にしたものの2種類に分ける。一般成
人を対象としたものは現在行われている消費者生活アドバイザー試験とか全
国消費者生活相談員試験とは違って，一般の消費者が自分の知識を確かめる
といった程度のものにすることによって広く消費者知識への関心を高めるこ
とができる。高校生対象のもとはこの調査の対象としている実社会に出てす
ぐ直面する消費生活上の知識ないし常識をテストする。実際に学生の生活を
見ていてもこれまでまったく自分で生活することを知らないまま親元を離れ
てアパート生活を始める学生が多い現状は，大学として栄養の問題からゴミ
の処理まで生活指導をせざるを得ないのが実情である。ここにも受験最優先
で基礎的な生活の知識を教えることをしていない高校教育の欠陥をかいま見
るのである。家政学部や生活科学学部などではこの「消費者能力検定テスト」
の点数を入学試験の成績の参考にするなども考えれば今日の3教科偏重の受
験勉強を是正する一つの方向ともなりえよう。消費者能力テストの実施によ
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り教材，通信教育，受験料収入，登録料などの経済的メリットも主催団体に
生じることは云うまでもない。
　以上「アメリカにおける高校3年生の消費者知識全国調査」報告書からそ
のあらましを紹介するとともに我が国の消費者教育活性化の提案をしたい。
消費者知識調査の実施
　この提案に平行して1992年1！月7日～8日に開催された白鴎大学の学園祭
である『白鶴祭』においてプリ・テストの意味で消費者知識調査を行った。
これは筆者が指導する消費者対応論ゼミナールの諸君の協力を得て実施した
ものである。
　『白鴎祭』において消費者対応論ゼミナールでは大学1号館115号教室で
『ミニ消費者啓発展』を二日問にわたって開催した。これは各企業が発行し
ている消費者啓発資料を集めて展示し，来場者に配布する。また消費者啓発
のためのビディオを上映したり，あるいは消費者対応論ゼミナールの研究成
果や活動，とくに同年10月16日神戸で行われた『つ2消費者問題神戸会議』
の第5部会で行った研究発表「食品表示に見る企業のコミュニケーション活
動」の成果，あるいはゼミナールのボランティア活動として行っている国際
里親運動（ゼミ生一人当たり月額500円を負担してネパールの児童1名（ゴ
パール君）の里親となっている）のパネル展示を行った。
　その消費者啓発の一環として来場者を対象にこの消費者知識調査を「消費
者クイズ」という名称で行い，回答者には籔引きでこれも企業のご協力を得
てご寄付いただいた各社のノベルティ，試供品，サンプルなどを提供した。
　開催期間2日間の来場数はわからないがアンケートの回答の歩留から判断
すると来場者数は優に600名を上回り，しかも一般市民の数が予想外に多く
全体の3割以上を占めていたのは注目に値する。
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『消費者クイズ』の概要
　『消費者クイズ』は消費者として知っているべき分野の知識を正確にどの
くらいの消費者が知っているか6分野に分けてそれぞれ5問づつ都合30問の
設問を4肢選択方式で選んで回答してもらうことにした。
　分野として：
??????消費者問題全般
クーリングオフ
食　品
環境とリサイクル
契約
その他
の6分野を選んだ。
　ここで最大の問題はどの程度のレベルをもって消費者の知識として知って
いなければならないかとするかという点であった。これまでこのような問題
を設定した事例は殆どない。そこでいろいろな資料を調べた結果，とりあえ
ず，ここでまとめて程度の設問を考えた。
　もし将来財団法人消費者教育センターあるいはしかるべき団体機関が「全
国消費者知識調査」や「消費者能力検定テスト」制度を実施するとしてもっ
とも困難な作業は，すでに前述の提案のなかで指摘したように，対象にすべ
き分野の設定，設問の組み合わせ，難易度などであろう。消費者代表，企業，
経営学，生活科学，消費経済学などの学識経験者の広い意見を取り入れて作
業を進める必要がある。
　今回の調査はこの研究ノートのタイトルにあるように「消費者知識調査へ
の一つの挑戦」という切り口から，この設問の組み合わせ，難易度のばらつ
きなどの点は今後の研究を待たなければならない問題として，あえて設定を
したのである。あくまでトライアルであり，実験という観点で見て頂きたい
のである。
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　『消費者クイズ』の実施方法・対象など
すでに述べたように1992年11，月6日～7日の両日，白鴎祭の『ミニ消費者
啓発展』への来場者のうち，この「消費者クイズ」に回答してくれた人であ
り，デモグラフィックな分類はわずかに男性・女性，学生か一般市民の差し
か取っていない。
学　　生 一　　般 合　　計
人　数 253　65．7％132　34．7％385　100．0％
男　性
女　性
100　34．6％
153　65．4％
65　49．2％
67　50．8％
165　57．1％
220　42．9％
学園祭という性格のため他大学・短大・専修学校・高校を含む学生が一般
の2倍を占めているのは止むを得ない現象でむしろ一般市民の132人（全体
の34．3％）というのは予想外に多い数字と考えられる。男女比では一般がほ
とんど同数，学生の女子が多いのは白鴎短期大学の女子学生が多数来場した
ことから起こった現象と考えられる。
正解率は36％
六分野合計30問の正解率は平均36．0％であった。これはアメリカ消費者連
合（CAFニConsumerFederationofAmerica）とアメリカン・エキスプレス
旅行関連会社（TRS）が1989年と1990年に成人の消費者の知識について行っ
た調査の平均正解率58％に比較しても，また「高校生の消費者知識：全国調
査結果（原題：Student　Consumer　Knowledge；Q＆A　Nationwide　Test）」の
平均正解率42％に比較してもかなり下回る成績といえよう。
　もちろん「成人の消費者の知識について行った調査」の場合，13の消費者
関連分野から250の項目を選んでいるし，「高校生の消費者知識：全国調査
結果（原題：Student　Consumer　Knowledge；Q＆A　Nationwide　Test）」の場
合でも6分野で59の設問の回答の結果であるからこれを単純に比較はできな
いo
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　さらに2つのアメリカの調査はそれぞれ専門の調査会社に委嘱しているの
で調査の設計，設問についてのワーディングも科学的に分析されているので，
それと素人の設計したものと比較することは余り意味がない。
　それはそれとして平均正解率36．0％という数字は決してほめられる数字で
はない。消費者知識の向上への努力が行政，企業，消費者団体の今後の努力
が望まれるものである。
第一群　消費者間題一般
　消費者問題一般の第一問は「ケネディ大統領の消費者の権利」に関するも
のでこれに含まれていなかった権利「消費者教育を受ける権利D」を選ぶ設
問であったが正解率は過半数に近い全体で47．8％（184）で男性が44．2％と
やや低かったが女性50．5％と平均を2．7％上回った。その意味で消費者の権
利に関する知識はかなり高いといえるのではなかろうか。
　第二問は商品の欠陥による被害が発生した場合に一般消費者は民法第709
条による商品の欠陥と被害の因果関係を証明しなければならない。それを証
明することなく損害賠償が受けられる制度を担保している法律を理解してい
るかどうかを調べてみた。これに該当する「消費生活用製品安全法」「L　P
ガス新法」「予防接種法」に加えて該当しない「電気用品取締法」を加えて
該当しないものを選ぶ問題であった。　（『消費者問題概説』，法律文化社，
1990，163頁以下参照）
　問題が専門的過ぎたため正解率は12．2％と「予防接種法」を正解としたも
の44．1％，「L　Pガス新法」を正解としたもの24．5％，「消費生活用製品安
全法」を正解としたもの16．9％に比較して最下位であった。とくに「一般」
は6．8％と平均の半分であった。
　第三問は第二問に比較して一般的に割合目にする表示の問題をとりあげた
が第一群の5間のうち正解率が9．4％と最下位であった。広告・表示などに
おいてよく二重価格表示を見るのであるが比較対象にしていい価格表示は公
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正取引委員会の事務局長通達で「市価」「メーカー希望小売価格」「自店旧
価格」の3つに限定されている。従って設問にある『定価』はそれに該当し
ない。問題は比較の対象にしてはならないものを聞いているので正解は『定
価』である。学生は11．5％を確保しているのに一般がきわめて低く5．3％に
とどまった。誤答で一番高かったのは「市価」の41．7％，　「自店旧価格」の
26．5％，「メーカー希望小売価格」の19．9％で，ここでも正解は最下位であっ
た。実際に買い物の経験が学生よりある一般の正解率の低さ，さらに男性10．
3％に対して女性が8．6％と低いのは何と説明していいかわからない。
　第四問はリボルビングシステムに関するものであった。カード社会の到来
と共に相当複雑なシステムが出ており，しかもリボルビングは登場してまだ
そんなに年数が経っていないシステムだが「月1回，一定額または一定率の
返済額を決めておき，金利を加えて返済を行うシステム」という正解に印を
つけて回答者は平均で35．1％とかなりいい線をいっていた。ここでは社会的
経験の豊かな一般が43．2％と平均を8．1％も上回っており，女性より男性が2．
3％上回っていた。
　第五問は印鑑の問題だがこれは問題それ自身にやや疑問があるが誰でもわ
かる易しい質問を入れておくのもこれまでの4問が相当難しかったでけに息
抜きがあってもいいと思う。印鑑の意昧を聞いて，問違ったものを選ぶ問題，
つまり「本人の意思確認」「実印とは象牙でできた高価な印鑑」「印鑑の偽
造は，刑事罰の対象」「本人の同一性の証明」の中から当てはまらないもの
を選ぶ設問であったが正解である「実印とは象牙でできた高価な印鑑」は全
体で63．6％（245）が選んでいた。しかし一般が72．7％と高いのに学生は60
％を割って58．9％に留まった。印鑑には「本人の意思確認」「本人の同一性
の証明」の意味がないとする回答がそれぞれ12．7％，14．2％あった。
第二群　クーリングオフ
クーリングオフ，とくに訪問販売においてのクーリングオフ制度は大学生
一147一
佐藤　知恭
にとって欠くべからざる知識である。白鴎大学大学では過去6年，悪質な訪
問販売の被害を学生から守るために4月の新入生オリエンテーションでクー
リングオフを中心に約1時間のレクチャーを行ってきた。本学は東京，千葉，
神奈川を始め宮城，福島，新潟を中心に地方からの学生もかなりの割合に上
りしたがって，入学と同時に親元を離れてアパート住まいをする学生も少な
くない。つまりこれまですべて親に依存していた生活からすべて自分でやら
なければならない生活にほとんど準備なしに飛び込んでくるのである。訪問
販売業者の中には毎年世間を知らない騙し易い学生は結構なターゲットと考
えているようでこれまでのも消火器，新聞などの訪問販売をめぐってのトラ
ブルが発生していた。またキャッチセールスに対する抵抗力もほとんどない。
いろいろ細かいことを教えても最後の切り札としてクーリングオフだけは忘
れるなと毎年強調している。
　そんな背景から特に第二群にクーリングオフを取り上げたのである。
　第一問はクーリングオフが適用されない業態を聞いてみた。というのはや
やもすると通信販売も業者が自主的に一定期間の返品を認めているケースが
増えているため消費者はこれが法律で担保されていると誤認しがちである。
設問は通信販売，訪問販売，割賦販売，宅地建物取引のなかで法律で決めら
れていないものを挙げてもらったが正解（通信販売）は全体で20．0％であっ
た。学生は23．3％と全体を上回ったが，一般はようやく1割を若干上回った
13．6％，その差が10％もあった。男女問の差は女性が1％高かっただけで僅
差であった。誤答の一番多かったのは宅地建物の取引であった。学生が高かっ
たのはオリエンテーションでの効果があったのかもしれない。
　第二問は訪間販売法でクーリングオフが適用されない商品として自動車を
挙げてくれれば正解であったが正解率は22．9％，これも学生（26．1％）と一
般（16．7％）とやはり10％近い開きが見られ男女比では男性商品とみなされ
る自動車だけに男性が24．2％と女性の21．8％より2．4％と高かった。
　第三問はクーリングオフの起算日と有効期問について聞いたところ正解率
は3割近く全体で28．1％，この項目に関しては学生（27．3％〉より一般（29．
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5％）の方が2．3％高く，また女性（31．4％）が男性（23．6％）と7．8％高い
のが他の項目とは違っている。
　第四問はクーリングの手続きであるがこれはこれまでの設問のなかで最も
正解率が高く，正解の『文書（できれば書留や内容証明）で解約を申し出，
期限最終日の消印有効』がほとんど4割（39．5％）で一般（47．7％）とあと
一歩で過半数に達するところであった。学生は35．2％，男女比は男性40．6％
に対して女性38．6％と2ポイント低かった。
　第五問は未成年契約について聞いたものだが『未成年契約の取り消しは可
能』という正解には一般が平均より0．6ポイント低いものの男女・一般学生
の差はほとんど見られず，全体で約3割（29．4％）が答えていた。
品食群三第
　第三群はわれわれの日常生活に深いかかわりのある食品に関するものであ
るので前の二群に比較して正解率は高い。
　第一問は賞味期間の定義についてであったが正解率は75．1％，4人のうち
3人が正しく知っていたのは全回答中の最高であった。
　設問は：
　A　その期問を過ぎると食べられなくなる期問
　B　容器包装の未開封の製品が味に変化なく美昧に食べられる期問
　C　容器包装が開封されていても昧に変化なく美味に食べられる期間
　D　身体に影響なく食べられる期問
というものであった。正解はもちろんBである。デモグラフィックな偏りも
少なく一般が78．0％と全体平均より2．9ポイント高く，学生が逆に73．5％と1．
6％低いのに気づく程度のものであった。
　一方問違った回答の分布を見ると『C．開封されていても』に10．3％（42
名），『D．身体に影響なく食べられる期問』に9．8％（40名）『A．その期
間を過ぎると食べられなくなる期問』は6．1％（25名）だった。
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　第二問は食品添加物の法的規制の問題だった。これは丁度これまで化学合
成物質のみの添加物規制から天然に存在する物質も含まれることになる寸前
であったので，この法規制が天然・化学合成いずれの食品添加物に及ぶと回
答したものが46．6％（190名），その時点での正解であった『化学物質のみ安
全性のチェックを受け使用が許可される』は30．7％，118名であった。正解
率は女性（26．4％）より男性が36．4％と10ポイント高く，また学生（32．O％〉
が一般（28．0％〉より4ポイント高かった。
　第三問は果汁飲料の定義であって果汁が50％以上入っている場合が『果汁
飲料』とされるがこれの正解率は20．8％であった。男性は23．0％，女性は19．
1％，一般が平均より5ポイント高く25．O％，逆に学生は2．2ポイント低く18．
6％であった。誤答で一番多かったのは『果汁が入っていれば何％でも果汁
である』とするもので45．3％に達した。
　第四問は健康に関心のある人たちに注目されている低脂肪牛乳，ローファッ
トミルクに関する記述についての正誤の判断であった。正解は『カルシュー
ム，たんぱく質がバランスよく含まれている』。誤答で一番多かったのは
『乳脂肪が3．0％のもの』で200名でほぼ半数，正解は20．5％でディモグラフィッ
クな偏りは上下1．2～3％だった。
　第五問は放射線照射が許可されている野菜について聞いたものだが正解で
ある『じゃがいも』ほぼ半数が答えていた。つまり全体平均で48．3％，理由
が推定できないが一般が高く56．8％と他の属性の数字に比べて異常に高かっ
た。誤答の中で高く出ると予想された『玉ねぎ』は低く12．7％にとどまり，
意外に『もやし』が28．4％と高かった。
第四群　環境とリサイクル
　第一問では『アルミ缶1個のリサイクルで節約できる電力でテレビを何時
問見られるか』というリサイクルに関する知識と関心を調べたわけだが，こ
れは相当難しかった。正解は3時間なのだが全体平均は16．1％であった。男
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女比はほぼ見合っていたが一般は8．3％と平均の約半分，一方学生の関心は
高く4．1ポイント高く20．2％であった。誤答では『2時間』が37．5％（153名），
『1時問』が33．3％（136名）が多かった。まさか3時間も節約できるとは
一般的に考えられなかったということだろう。
　第二問は総生産に対するリサイクル率を聞いたのだが，これに対する正解
は『リサイクル率43％』だが24．7％と4人に一人の割で正解が出ている。男
女比では男性が2L2％に対して女性が6。1ポイント高く27．3％，また一般学
生では，一般が22．0％と低いのに対して学生は3．9ポイント高い26．1％となっ
ている。この問題は難しいのに正解が4人に一人ということは設問が4問あ
ることから，回答者がランダムに印とつけた結果うまく分散した可能性もあっ
たのではなかろうか。
　第三問は水質汚染の問題で天ぷら油を河川に流した場合魚の住める水質に
戻すのにどのくらいの水がいるかという設問であった。すなわち『天ぷら油
500mlを河川に流した場合，魚の住める水質に戻すのにはバスタブ何杯分の
水がいるか』というものであった。50杯，130杯，250杯，330杯という選択
肢を用意したが正解の330杯の正解率は33．2％，女性（36．8％）と学生（35．
6％）が高く，男性（28．5％），一般（28．8％）が低かった。おそらくこれも
知識ではなくこれといった根拠によって選択したと思われる感じがするが，
誤答が一番多かったのは250杯で，40．9％に達した。
　第四問は暖房の設定温度と節約できる石油の量について聞いてみたところ
『設定温度を17度，湿度を一度下げるだけで一冬で節約できる石油量は20リッ
トル』という正解率は4割近い37．9％を確保した。一般の39．4％が全体より
若干高かったが，他はほぼ一定していた。
　第五問はここでは大気汚染の問題で自動車排気ガスの規制が今後強化され
る自動車の種類を聞いてみた。正解の『ディーゼル車』の回答率は過半数を
上回り全体で54．0％，とくに男性（67．9％），一般（63．6％）と高いが，女
性（43．6％），学生（49．O％）の低正解率が全体の足を引っ張っている。
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第五群契約問題
　日本人は契約概念が希薄といわれるが契約に対する関心，知識はどうなっ
ているだろうか。住宅の賃貸問題，旅行の契約，自動車関係の保険契約を取
り上げてみた。
　第一問はアパートの賃貸でよく問題になる借家を出る時の返金の問題であ
る。出る時に返金されるものは『敷金』であるという正解の率は全体で7割
にかなり近かった。（66．0％）とくに一般は正解率が高くほぼ8割，78．8％
に達していた。男性が71．O％，それに対して女性の正解率は62．3％とかなり
低く，また学生は6割を下回り59．3％に留まった。
　第二問はこれもアパートなどを借りる時に必要な知識。更新手続きは契約
期限の切れる何か月前にやったらいいかという問題である。正解は『6ヶ月
前』なのだが正解率は1割の10．6％，これも一般（12．9％）と男性（12．7％）
が高いのに，女性（9．1％）と学生（9．5％）が低いパターンであった。ちな
みに誤答の一番多かったのは『一ヵ月』次いで『二ヵ月』，正解は一番少な
かったQ
　第三問は最近海外旅行，それも気軽に参加できるパック旅行が花盛りだ。
パック旅行の場合支払った料金がどこまでのサービスを提供してくれるのか。
どういう支出は含まれないのかはっきりしておかなくてはならない。これに
は何が含まれているのか，何が含まれていないのか。それについて聞いてみ
た。含まれていないものは何かという設問で正解の『自宅から発着空港まで
の交通費』については意外と問題は易しかったのに正解率は全体の6割に達
しておらず，56．6％に留まった。世界率は一般が65．9％と高く学生の51．8％
より14．1ポイントも高い。更に女性の58．6％に対して男性は53．9％に留まっ
たQ
　第四問は強制保険である自賠保険こと自動車損害賠償責任保険の賠償範囲
についての問題である。この損害補填はあくまで人に対してであって物損に
ついてはカバーしない。正解率は全体で35．3％と予想外に低い。男性が43．0
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％と若干高く逆に女性は29．5％と3割を割っている。一般と学生の差はこの
質問に関して言えば全く差が無い。
　第五問はこの項目の最後の設問は『レンタカーでの事故の場合の賠償責任
を負うのは誰か』借用者が借用の手続きをした時保険に加入していればとい
う条件のもとでは「レンタカー会社である」という正解は全体で43．1％であっ
たが一般の場合は半数に達し50．0％，学生の39．5％より10ポイント高く，男0
性も46．7％に比べて女性の40．5％に比較して6．2ポイント高い。
第六群その他
　第六群では第五群までに分類できないものを入れてみた。
　第一問は日本の電気の周波数は通常富士川を境に東は50ヘルッ，西は60ヘ
ルッと2分されていていろいろと不便な面が多かった。最近は技術の進歩に
よってかなりの家庭電機器具は切り替えスイッチなどによって両方の地域で
使えるようになった。しかし家電製品の中には周波数の違いによって故障し
てしまう商品もある。その典型的なものは電子レンジである。4つの家電製
品を挙げて聞いたところ正解の電子レンジを挙げたものが49．4％とほぼ半数
に達した。全体より高いのは一般の61．4％，男性の56．4％であった。
　第二問は浴室用の洗剤の組み合わせで危険なものについて聞いてみた。こ
のテストが行われる2～3年前に浴室の洗剤の誤用から死亡事故の出ている
問題だけに正解の酸素系と塩素系タイプの混用には7割近い67．3％が印をつ
けていた。女性の関心は高く72．3％と男性の60．6％に比較して11．7％高かっ
た。一般も69．7％と学生の66．0％にくらべて3．7ポイント高かった。
　第三間はポストハーベストの意味を問うものであった。正解である『収穫
後の農薬処理』を選んだものは半数に近い46．0％，一般が50．0％に達し，女
性も49．5％，それに反して男性の関心度はいま一歩で41．2％にとどまった。
　第四問は今関心を集めている製造物責任の英語の略称を聞いたところ『P
L』という正解は3割（30．1％〉であった。正解が一番多かったが誤答では
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CSと答えたのが一番多かった。デモグラフィックな差異はほとんど認めら
れなかった。
　第五問は栃木県佐野市の消費者教育友の会の資料をもとにして制作したが
結構難しかった。容器のコストを聞くものでジュースの空き缶，柄絵模様の
発泡スチロールのトレイ，それにL5リットルのペットボトルのそれぞれの
コストの組み合わせから選ぶもので正解は『30円＋25～85円＋100円』で正
解率は5．2％に留まった。無回答が104，誤答の中で多かったのは『10円＋10
～55円＋50円』の組み合わせで183名に上った。それに次いで『20円＋10～85
円＋80円』さらに『40円＋35～95円＋120円』で正解が一番少なかった。ま
た無回答104と全設問のなかで最も多かった。つまり無回答率は約3割，27．
0％に上った。回答者にとっては全く見当のつかなかった設間であったろう。
もっとも，希望者には正解を教えたので消費者教育の見地からこの設問は意味
があったと思う。
む　す　び
　これらの6群30問の設問は広い範囲にわたった内容で結構専門家でも答え
られない問題が多かった。しかも回答には20分から30分はかかるアンケート
であったが400名近くの人たちの協力を得たこと，中でも一般市民の回答が
3割5分近くもあったことは今後の参考になるであろう。回答者は皆熱心に
記入してくれた。学校の近くに住む社団法人日本消費者協会の山田英郎氏も
会場に顔を見せアンケートに協力して下さったが問題が難しかったとのご批
評をいただいた。このことはすでに述べているように問題の範囲，レベル，
設問の内容については権威ある，客観的な委員会などを設けて検討をして納
得の行くものを作らなければならない。これもすでに述べたがまさにこの調
査とレポートは将来に向かっての問題提起になればとのトライアルなのであ
る。
　この調査は筆者の指導のもとに白鴎大学経営学部92年度消費者対応論ゼミナー
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ルの諸君が当たった。設問の作成では斉藤ゆか，島田博子，さらに集計では
合田郁美が中心となってその他ゼミナールの諸君の協力のもとに実施された。
まとめるに当たってゼミ生諸君に感謝の意を表したい。
注：1）　『消費者教育を受ける権利』はジョンソン大統領がのちにケネディ大統領の『消
　　　費者の4つの権利』につけ加えた。
以　上
設問の主な準拠・出典および引用文献
・消費者教育を考える教員交流会編
　『消費者教育キワード269』　株式会社たいせい　　　　　1992
・社）消費者関連専門家会議編
　『消費者対応実務事典』　法令総合出版　　　　　　　　　199
・平凡社『大百科事典　2』　　　平凡社　　　　　　　　　1984
・消費者教育通信講座『くらしと契約』　日本消費者協会
　　　　同　上　　　『食品と食生活』　　　同　上
・ジ・アース・ワークス・グループ
　『地球を救う簡単な50の方法』　　　　　　　　　　　　　1992
・関西電力株式会社編
　『地球環境を守るくらしのアイディア集』
・『日常生活の法律百科』　日本リーダースダイジェスト社　1985
・集英社『イミダス』　　　　　　　　　　　　　　　　　　1gg2
・佐野市消費者教育友の会資料
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　　　　　　　　　　消　費者　ク　イ　ズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1992．11／7．8実施
★適当だと思う記号に○をつけてください。
【1】消費者問題
Q1．1962年3月ケネディ大統領は連邦議会に送った「消費者利益の保護に
関する特別教書」のなかで4つの消費者の権利を宣言しました。これに含ま
れていないのはどれでしょうか？
　　　A．安全である権利
　　　B．知される権利
　　　C．消費者教育を受けられる権利
　　　D．意見が聞かれる権利
Q2．欠陥用品による被害が発生した場合，通常商品の欠陥と被害の因果関
係を消費者が証明しなければなりません。次の法律のうち一つを除いては，
証明しなくても損害賠償を受けることができます。この一つはどれでしょう
？
　　　A．消費衣料生活用品安全法
　　　B．L　Pガス新法
　　　C．予防接種法
　　　D．電気用品取締法
Q3．広告で二重比較表示をする場合，比較の対象にしてならないものはど
れでしょう？
　　　A．定価
　　　B．市価
　　　C．メーカー希望小売価格
　　　D．自店旧価格
Q4．リボルビングシステムとは何でしょうか？
　　　A．月一回，一定額または一定率の返済額を決めておき，金利を加え
　　　　て返済を行う
　　　B．後日一括払いで銀行口座からの引き落としで返済を行う
　　　C．分割払いで金利を加えて銀行口座からの引き落としで返済を行う
　　　D．あるとき払いで，定期的に返済をしない
Q5．印鑑にはどのような意味があるでしょうか？あてはまらないものを次
のなかから選んでください。
　　　A．本人の意思確認
　　　B．実印とは象牙でできた高価な印鑑
　　　C．印鑑の偽造は，刑事罰の対象
　　　D．本人の同一性の証明
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【2】クーリング・オフ
Q1．法律で定めたクーリング・オフ制度が義務づけられていないのは，ど
れでしょう？
　　　A．通信販売
　　　B．訪問販売
　　　C．割賦販売
　　　D．宅地建物取引業
Q2．訪問販売法に基づくクーリング・オフが適用されないのは，どれでしょ
うか？
　　　A．レジャークラブの会員権
　　　B．自動車
　　　C．新聞
　　　D．家具
Q3．訪問販売法でクレジットを利用した契約をしました。クーリング・オ
フが適用されるのはいつまででしょう？
　　　A．契約の著面を受け取った翌日から数えて7日間
　　　B．　　　〃　　　　　翌日をふくめて8日間
　　　C．　　　　〃　　　　　翌日から数えて8日問
　　　D．　　　〃　　　　　翌日をふくめて14日問
Q4。クーリング・オフの手続きで正しいのはどれでしょうか？
　　　A．すぐ電話で解約を申し入れる
　　　B．販売した会社をたずねて，ていねいに断る
　　　C．文書（できれば書留や内容証明）で，明日までに届くように解約
　　　　を申し出る
　　　D．　　　　　　　〃　　　　　　　　　　解約を申し出，期限最終日
　　　　の消印まで有効
Q5．19才の学生が電話で呼び出されて英会話教材の契約をしました。法律
上正しいものはどれでしょうか？
　　　A．両親の同意を得ていないので契約は無効
　　　B．　　〃　　得ていたが，契約を取り消すことができる
　　　C．未成年なので契約は無効
　　　D．　　〃　　契約の取り消しができる
【3】食品
Q1．賞味期間の定義は，次のうちどれが正しいでしょうか？
　　A．その期間をすぎると食べられない
　　B．容器包装の開かれていない製品が味に変化なくおいしく食べられ
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　　　　る期間
　　　C．容器包装の開かれていても製品が味に変化なくおいしく食べられ
　　　　る期問
　　　D．身体に影響なく食べられる期問
Q2．食品添加物は法律的にどのような規制を受けていますか？
　　A．天然・化学合成いずれの食品添加物も安全性の確認されたものだ
　　　　けが食品に使用できる
　　　B．化学的合成添加物のみ安全性のチェックを受け，使用許可されて
　　　　いる
　　　C．食品添加物は天然のもののみ使用が認められている
　　　D．どれも規制を受けていない
Q3．果汁飲料とはどのようなものでしょうか？
　　　A．果汁100％のもの
　　　B．果汁50％以上100％未満のもの
　　　C．果汁10％以上50％未満のもの
　　　D．果汁が入っていれば何パーセントでもよい
Q4．ローファットミルクについて正しいものはどれでしょうか？
　　　A．ローファットミルクはカルシウム，たんぱく質がバランスよく含
　　　　まれている
　　　B．ローファットミルクは乳脂肪が3．0％のもの
　　　C。ローファットミルクは常温でも保存できる
　　　D．ローファットミルクは普通の牛乳よりも風昧がある
Q5．我が国で発芽防止のためにコバルト60の放射線照射が許可されている
野菜は？
　　　A．玉ねぎ
　　　B．もやし
　　　C．じゃ力書いも
　　　D．しょうが
【4】環境とリサイクル
Q1．アルミ缶1個をリサイクルして節約できる電力で，テレビをどのくら
いの時聞見ることができるのでしょうか？
　　　A．1時問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　B．2時問
　　　C．3時間
　　　D．4時間
Q2．現在日本リサイクルされているのは総生産量の約何パーセントでしょ
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うか？
　　　A．33％
　　　B．43％
　　　C．53％
　　　D．63％
Q3．天ぷら油500mlを河川に流した場合，魚がすめる水質にもどすにはバ
スタブ何杯分の水が必要でしょうか？
　　　A．50杯
　　　B．130杯
　　　C．250杯
　　　D．330杯
Q4．暖房の設定温度は何度を目安にするとよいでしょうか？また，各家庭
でひと冬，暖房の設定温度を1℃下げるだけで石油にしてどのくらい節約で
きるでしょうか？
　　設定温度　　石油の量
A．　15℃　　約10リットル
B．　17℃　　　20リットル
C．　20℃　　　　15リットル
D．　23℃　　　30リットル
Q5．大気汚染の原因の一つである自動車排出ガス。今後規制が厳しくなる
ものは？
　　　A．大型車
　　　B．ガソリン車
　　　C．デイーゼル車
　　　D．エンジン排気量が2000cc以上の自動車
【5】
Q1．賃借契約が終了し，借家をあけわたす時返してもらえるものは次のう
ちどれでしょうか？??共益費
礼金
敷金
手数料
Q2．借家の更新手続きは，契約期限がきれる何か月前までに行えばよいで
しょうか？
　　　A．1か月
　　　B．2か月
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　　　C．4か月
　　　D．6か月
Q3．Aさんはパック旅行に参加することになりました。ロンドン，パリと
モンブラン，9日間で453，000円でした。この料金に含まれないものは次の
うちどれでしょう？
　　A．旅行日程に示された航空運賃
　　　B．自宅から発着空港までの交通費
　　　C．手荷物料金（スーッケース1個　20㎏まで）
　　　D．団体行動中のチップ
Q4．自動車損害賠償責任保険は強制保険になっています。自動車事故を起
こした場合，この保険で損害の補てんをどこまですることができるでしょう
か？
　　A．事故によって損害を受けた物
　　　B．事故によって損害を受けた人
　　　C．事故によって損害を受けた人と物の両方
　　D．話し合いによって決まる
Q5．レンタカーでの事故は，借用手続きの際保険に加入した場合，誰が賠
償責任を負うことになるでしょうか？
　　A．運転者（借用者）
　　　B．レンタカー会社
　　　C．運転者（借用者）とレンタカー会社の両方
　　D．話し合いによって決まる
【6】その他
Q1．東京（50ヘルツ）から大阪（60ヘルツ）に引越した場合，故障してし
まう電気機器は次のうちどれでしょうか？
　　A．トースター
　　B．電子レンジ
　　C．白熱電球
　　D．こたっ
Q2．次の組み合わせで使用すると塩素ガスが発生して危険なのは，どれで
しょうか？
　　A．酸性タイプ洗剤とアルカリ性タイプ洗剤
　　B．中’i生〃と　〃
　　C．酸性　　〃　　と塩素系タイプ洗剤
　　D．弱アルカリ性〃と　　　　〃
Q3．ポストハーベストとは何でしょうか？
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　　　A．次期収穫予定日
　　　B．収穫後の農薬処理
　　　C．収穫直後の野菜
　　　D．断熱材の一種
Q4．今企業で話題になっている「製造物責任」とは英語の省略で何という
のでしょうか？
　　　A．T　Q　C
　　　B．C　S
　　　C．P　R
　　　D．P　L
Q5．下記の容器のコストはいくらでしょうか？
　　　正しい組み合わせ選んでください。
　　あ．ジュースの空き缶
　　い．柄・絵模様のトレイ
　　う．1．5リットルのペットボトル
あ レ、 う
A 30円25～85円100円
B 20円10～85円80円
C 10円10～55円50円
、D 40円35～95円120円
　最後に一寸立ち入ったことをお尋ねして恐縮ですが調査の分類上必要です
のでよろしくお願いします。［該当するものを○で囲んで下さい］
?????? 　男　・
　10代
高校生
会社員
その他（
　女　）　　既婚・未婚
20代　30代　40代　50代　60代
専門学校生　短大生　大学生
団体職員　自営業　専業主婦
　　　　　　　　　）
70代以上　）
ご協力ありがとうございました。
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